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重点プロジェクト（忠岡町まち・ひと・しごと創生総合戦略）構成図

プロジェクト名（サブタイトル） 基本方針 具体的施策 実施事業

毎年度
実施

子どもと親の健康づくりの推進 ①20～40代人口

地域における子育て支援の推進 ②出生数

幼児教育の充実

放課後等における児童の居場所づくり

子ども達を犯罪から守る取組の推進

「確かな学力」を培う教育の推進

健やかな心と体づくりの推進

「ともに学び、ともに育つ」教育の推進 P7

障がいのある人の活躍推進 ①新設法人数（支店・営業所を含む）

雇用・就労支援の充実 ②忠岡町商工会会員数（町内会員）

経営基盤の強化 ③創業支援件数

創業の推進

職住近接支援 P10

多文化共生社会の形成 ①社会増減（転入者と転出者の差）

地域の魅力向上 ②ふるさと納税寄附件数（延べ）

まちのPR ③正木美術館入館者数

まちへの愛着・誇りの醸成 憩いの空間の形成 P12 ④忠岡町の魅力発信に対する満足度

健康福祉の充実 健康寿命の延伸 ①平均寿命（数値は2019（令和元）年度算出）

地域防災の推進 ②健康寿命（数値は2019（令和元）年度算出）

交通安全対策の推進

障がいのある人の活躍推進

地域福祉活動の推進

コミュニティ活動の支援

生涯学習活動の支援 P14

番
号

計画期間：R3～R7

1

小さなまちだからこそできる
つながる未来応援プロジェクト

安心して子どもを産み育てられる環
境づくり

2
小さなまちでの職住近接プロジェクト

就労支援の拡充

地元企業の発展と住民の雇用促進～企業・事業所と共に歩み、あらゆる
ひとの可能性を最大化させるまち～

3
小さなまちでの魅力発掘プロジェクト

シティプロモーションの推進

～魅力発信によって" うごき" を生み、
ひととつながるまち～

4

小さなまちだからこそ取り組む
健幸創造プロジェクト

安全・安心な地域づくりの推進

住民が活躍するまちの実現

KPI結果

議題6.1
本日検証

議題6.2
本日検証

～みんなでつくる健幸で安全・安心に
暮らせるまち～

毎年度効果検証会議により検証

子育て環境・交流活動の推進

～結婚・出産・子育てに対する支援が
充実した、子育て家庭に選ばれるまち～

一人ひとりの個性を光り輝かせる教
育の充実

P2

P3

P5

資料3

資料３

資料3

資料３

資料1

資料2

P4

資料2

資料2

資料2

資料3

資料3

資料3

資料3
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議題7.1　重点プロジェクトごとのＫＰＩの結果について

①20～40代人口 各委員ご意見 事務局回答
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

6,120 5,751 5,684 5,480 悪化↓ 未達✕

②出生数
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

101 109 86 89 改善↑ 未達×

若者世代の流出が
増加

子育て世代の人口減
に対し、出生率は全
国的に低下している
中でも微増してお
り、一定の効果が出
ているものと思料し
ます。

１　小さなまちだからこそできるつながる未来応援プロジェクト　　～結婚・出産・子育てに対する支援が充実した、子育て家庭に選ばれるまち～

目標値（R7）

5,545人

目標値（R7）

（単位：人）

（単位：人）

本町の人口は、第６次忠岡町総合計
画における将来人口の目標値を下
回るペースで減少しており、特に20
歳台において、進学や就職を機に都
市部へ移動する傾向が見られるた
め、Uターン就職の促進や、町内企
業とのマッチング支援、創業支援を
強化することで、若者が働きやすい
環境の整備に努め職住一体、職住近
接に繋がる取組みを進めます。

全ての妊婦・子育て世帯が安心
して出産・子育てができるよ
う、妊娠期から出産・子育て期
に渡る切れ目のない相談支援
及び経済的支援を一体として
継続的に取り組んでいきます。

126人
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①新設法人数（支店・営業所を含む）

当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7） 各委員ご意見 事務局回答

25 30 29 19 悪化↓ 未達✕

②忠岡町商工会会員数（町内会員）
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

478 442 440 433 悪化↓ 未達×

③創業支援件数
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

43 44 34 46 改善↑ 達成○

2　小さなまちでの職住近接プロジェクト　～企業・事業所と共に歩み、あらゆるひとの可能性を最大化させるまち～

創業支援事業の利用者が増
加していることは、町内で
の新たなビジネスの展開が
進んでいることを示してい
ると考えています。今後も、
商工会と連携しながら、創
業者が円滑に事業を立ち上
げ、継続できるよう、支援内
容を充実させるとともに、
創業後のフォローアップを
強化し、地域経済の持続的
な発展につなげていきま
す。

・町内の新設法人
の増加はみられな
いものの、商工会
の創業支援件数
の増加もあり、会
員数の減少をくい
止めている。

・創業支援事業が
前回より12P増
加していること
は、将来に向けた
効果が出ているも
のと思料します。

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

目標値（R7）

25件（維持）

目標値（R7）

478人（維持）
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①社会増減（転入者と転出者の差）

当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7） 各委員ご意見 事務局回答

44 -106 53 68 改善↑ 達成○

②ふるさと納税寄附件数（延べ）
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

11,308 8,687 7,716 7,374 悪化↓ 未達×

③正木美術館入館者数

当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

1,300 506 887 1,010 改善↑ 未達×

④忠岡町の魅力発信に対する満足度
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

0.12 データなし データなし データなし ー ー

・人口の「社会増」に注目した
い。その理由は？

・国全体の人口が減っている
中、2年連続で社会増減がプラ
スとなっているのは取り組み
の成果かと思いますが、要因
など、どのように分析されて
おられますでしょうか。

3　小さなまちでの魅力発掘プロジェクト　～魅力発信によって" うごき" を生み、ひととつながるまち～

（単位：人）

正木美術館は、本町における貴重な文化財の
保存・継承のみならず、地域住民の皆様の文化
的教養の向上にも大きく寄与している施設で
あり、その重要性については十分に認識してお
ります。
限られた財源の中で、文化振興に関する支援
の在り方についても議論を進めており、ご提案
いただきました補助金増額につきましては、美
術館の運営状況や今後の事業計画を踏まえな
がら、関係各所と協議し、慎重に検討してまい
ります。

（単位：人）

（単位：人）

65人

正木美術館の入館者もコロナ
を乗り越え増加し、特色ある室
町水墨画も人気があるが、更
なるPRを予定しても財源不足
となり美術品の修復にも資金
が必要（補助・助成のため町の
協力が必要）

・ふるさと納税への対策につ
いて伺いたい。

・ふるさと納税寄附件数の減
少について、より具体性のあ
る施策が必要かと存じます。

ふるさと納税の寄附件数の減少要因として、
国の制度改正により米や肉等の寄附額が集ま
る返礼品については、生産地でないと取扱い
出来なくなったこと等が影響していると考え
ております。返礼品の数を増やすため、返礼品
協力事業者を16社増やし35社、返礼品を
215品増やし1,263品とし、検索連動型広告
の導入、SEO対策、サムネイル加工、オンライン
ワンストップ特例申請の導入等を行っており、
今後もさらなる改善策を検討してまいります。

社会増の要因として、10歳未満の人口が3年
連続で転入超過となっていることが挙げられ、
就学前の給食費無償化やこども園の整備と
いった本町の子育て施策に加え、利便性の高
い立地への需要が影響し、子育て世帯の転入
が増えているものと考えられます。今後も、継
続的な子育て支援施策や住環境の整備を進め
るとともに、町の魅力を積極的に発信していき
ます。
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4　小さなまちだからこそ取り組む健幸創造プロジェクト　～みんなでつくる健幸で安全・安心に暮らせるまち～

①平均寿命（数値は2019（令和元）年度算出） 各委員ご意見 事務局回答
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

80.2 歳 80.2 79.8 80.8人 改善↑ 達成○

88.0 歳 87.6 87.7 87.5人 悪化↓ 未達×

②健康寿命（数値は2019（令和元）年度算出）
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) 実績値（R5） R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

77.3 歳 77.3 77.4 78.3人 改善↑ 達成〇

80.6 歳 80.7 80.8 81.6人 改善↑ 達成〇

目標値（R7）

（単位：歳）

・対前年度では改善が2つ増加。
・対目標値では達成が前年度より1つ増加し5つに。

総括

・健康寿命が延びてい
ることは、大いに評価し
ます。

・健康寿命の改善はあ
るものの、防災・安全の
推進（阪神30年）の住
民意識の向上

健康寿命の延伸については、さらなる改
善に向け、運動の機会や外出の機会を提
供するとともに、健康増進や介護予防の啓
発にも努めるなど健康意識を高める取り
組みを一層進めていきます。

地域防災については、毎年防災講演会を
実施し、地域の自主防災組織にもご参加
いただくことで、自主防災組織活動の活性
化や地域の防災リーダーの育成、防災・減
災意識の向上に努めております。
また、地域ごとに防災訓練を実施し、地域
の災害リスクの特性を踏まえた訓練を行う
ことで、住民の防災・減災意識のさらなる
向上を図っていきます。

目標値（R7）

男性　延伸

女性　延伸

（単位：歳）
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事業概要

・ 6名の効果検証委員により、それぞれのプロジェクトの方針に従って、施策の推進にあたり、各事業効果の有無を回答いただく。

・ 効果があったと回答を得たものを＋１点、なかったと回答を得たものをー１点、白紙、無回答は0点として事業ごとに集計。

・ 最高得点は6点、最低得点はー6点となる。

・ 事業に対し意見がある場合は意見を記入いただく。

・ 全事業（86事業）平均　：　3.8点

最高得点　：　5点

最低得点　：　-2点

・ 意見を頂いた事業　：　13事業

・ 2点未満の事業　：　3事業　（担当課による来年度以降の方針　継続：3　廃止：0　統合：０　その他：0）

議題７．２　重点プロジェクトの現状について（効果検証）

検証方法（各事業）

例

前年度取組結果

結果概要（各事業）

本事業は左記の施

策推進に効果があっ

たか

（どちらかに〇）

本事業推進に向け、改善点
などのご提案がありまし

たらご記入ください

安心して子
どもを産み
育てられる
環境づくり

子どもと親
の健康づく
りの推進

1
健康
こど
も課

妊産婦・乳
幼児健診、
新生児聴覚
検査

12,946 63

電話不在
者への手
紙による
勧奨

全数受診
には至ら
ず。

有  ・  無

事業名
担当
課

取組結果を踏まえての評価
（効果検証）

重点プロジェクト　１

他の機会にて後
期健診未受診者
への状況確認

重点プロジェクトの現状について　分野別　　

実施内容
未実施
内容

新たな取組
・改善内容

(R6取組内容)

業務量（1か月

あたり人日）

（従事職員数*

従事日数）

本年度取組内
容（前年度と

の違い）

予算 （千円）事業概要

令和5年度　取組結果

具体的
施策

基本方
針

１　小さなまちだからこそできるつながる未来応援プロジェクト

　～結婚・出産・子育てに対する支援が充実
した、子育て家庭に選ばれるまち～

令和5年度　取組内容

番
号

保健センター・委託機関にて
疾病等の早期発見と相談支
援の為各種健診・検査を実
施

状況に応じ
た後期健診
の受診勧奨

新
規

①20～40代人口
当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) R5 R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

6,120 5,751 5,684 5,480 悪化↓ 未達✕

目標値（R7）

5,545人

（単位：人）

②出生数
目標値（R7） 当初値（R1) 実績値（R３) 実績値（R４) R5 R6 R7 対前年度 対目標値（R7）

126人 101 109 86 89 改善↑ 未達×

（単位：人）

R5

KPI結果

資料3
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プロジェクト名

R5年度 KPI結果　（参考）

①　20～40代人口 ②　出生数

当初値（R1) 実績値（R5) 対前年度 対目標値 当初値（R1) 実績値（R5) 対前年度 対目標値

6,120 5,480 悪化↓ 未達✕ 101 89 改善↑ 未達×

検証結果

検証による
平均得点

検証による
平均得点

事業数
うち2点未満の
得点の事業数 今後の方針

3.27 10 1 継続:1

3.00 4 1 継続:1

3.00 2 0

4.33 3 0

4.00 2 0

4.13 8 0

4.00 4 0

4.00 3 0

得点が4点以上：〇、2点以上4点未満：△、2点未満：×

事業ごとの検証結果、及び意見、今後の方針などは次頁以降に記載

5,545 126

プロジェクトごとの検証結果　①

１　小さなまちだからこそできるつながる未来応援プロジェクト
　～結婚・出産・子育てに対する支援が充実した、子育て家庭に選ばれるまち～

目標値 目標値

プロジェクト全体 基本方針ごと 具体的施策ごと

検証による平均得点 基本方針名 施策名

3.67

安心して子どもを産み育
てられる環境づくり 3.13

子どもと親の健康づくりの推進

地域における子育て支援の推進

幼児教育の充実

子育て環境・交流活動の推
進 4.20

放課後等における児童の居場所づくり

子ども達を犯罪から守る取組の推進

一人ひとりの個性を光り輝
かせる教育の充実 4.07

「確かな学力」を培う教育の推進

健やかな心と体づくりの推進

「ともに学び、ともに育つ」教育の推進

7



1
健康こ
ども課

妊産婦・乳
幼児健診、
新生児聴
覚検査

保健センター・委託機関にて疾病等の早
期発見と相談支援の為各種健診・検査を
実施

12,946
状況に応じた後期健診の
受診勧奨 63

電話不在者への
手紙による勧奨

全数受診には至
らず。

他の機会にて後期健診未受診者
への状況確認 4 0 4

2
健康こ
ども課

二次健診・
発達相談

健診・相談後、必要な方に対し、小児科
医の診察や臨床心理士の発達検査を行
う

1,563
必要な方への適切なアプ
ローチの継続 50 事業の実施

必要と思われる
方の未利用

事業の継続、未利用者へのアプ
ローチの強化 4 0 4

3
健康こ
ども課

マタニティ
教室

妊婦やその家族に対し、妊娠出産の正し
い知識の普及と、仲間づくりの為、教室
を実施

75
希望者のニーズに応じた
教室内容の開催 9

教室の実施、沐浴
の個別対応

参加者ゼロの日
程があった。

勧奨方法の見直し 3 -1 2

4
健康こ
ども課

すこやか赤
ちゃん訪問
事業

生後2週・2か月頃の産婦乳児に対し発
育発達の確認、育児相談の為、家庭訪問
を行う

420
訪問拒否に対する状況に
応じた支援の実施 80

産婦乳児に対し、
全数訪問の実施

2回目訪問を断る
方がいた。

４か月健診までの支援体制の見
直し 4 0 4

5
健康こ
ども課

体重測定
日

身長体重等の計測を通じ、発育・育児の
相談、遊びの場を提供する

84
遊び場のおもちゃの提供
拡大 18

遊び場のおも
ちゃの提供拡大

親子同士が交流できる教室の展
開 4 0 4

6
健康こ
ども課

産後ケア事
業

産後の母子に対し、自宅等で産後のケア
や育児支援を行う

180 産後ケア事業内容の拡大 4 事業内容の拡大
必要と思われる
対象者の未利用

産後ケアについての情報提供の
強化 4 0 4

7
健康こ
ども課

1歳7，8か
月児健診
事後指導
教室

1歳7，8か月児健診後のフォローアップ
のための教室を行う

612
コロナ禍でも可能な教室
内容の再開 48 事業内容の拡大

必要と思われる
対象者の未利用

事業の継続、未利用者へのアプ
ローチの強化 4 0 4

8
健康こ
ども課

ペアレント
サポート事
業

幼児期以降の保護者に対し、子どもの行
動理解や適切な関わりを身につける教
室を行う

339 事業の継続 9
事業の実施、相談
の場の提供

事業の継続、周知・勧奨方法の強
化 4 0 4

9
健康こ
ども課

利用者支援
事業(母子健
康包括支援
センター)

育児不安の軽減や虐待予防の為、妊娠
期から出産、子育て期と切れ目のない支
援を行う

312
支援プランを作成し伴走型
相談支援の実施

90
保健師が全数面
談・相談支援等対
応

事業の継続 4 0 4

10
新
規

健康こ
ども課

不育症治療
費助成事業

不育治療に係る経済的負担の軽減を図
る為、治療費の一部を助成する

150
府の助成事業の変更に合
わせ、対応していく

2 事業の実施 利用実績なし 周知方法の見直し 1 -3 -2 利用実績無しによる

対象となる方が事業について把握
できるよう、関係機関への周知や
チラシ配布などを行い、取り組みを
進めてまいります

継続

不育症治療については、経済的・心
理的負担が大きいため、本町にお
ける対象者数見込みは少数です
が、継続とします

11
教育み
らい課

地域子育
て支援セン
ター事業

地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るた
め、子育て家庭等に対する育児不安についての相
談指導、子育てサークルの支援の実施により地域の
子育て家庭に対する育児を支援する

17,946
育児不安の相談指導子育
てサークル支援等

140
育児不安の相談
や指導

町内３施設での合同企画 4 0 4

12
教育み
らい課

園庭開放
事業

子どもが安心して遊ぶことができる場所と地域の
親子同士の交流の場を提供するためこども園の園
庭を開放し、保護者の子育てに対する不安を軽減
し、地域での孤立を防ぐ

ー

コロナ禍においては休止し
ていた動向を考慮し、園庭
開放できるように検討す
る。

0
子育てに対する
不安軽減に寄与
した

開催回数を増やし、子育て支援の
強化を行う 2 -1 1 継続

令和５年１０月より事業を行っ
ており、保護者の子育てに対す
る不安軽減に資する事業である
ため継続とします

13
健康こ
ども課

子育ち教
室(子ども
や親の遊
び、学びの
場)

育児の正しい知識の普及や相談支援の
為、親子で楽しくふれあう教室を行う

537
コロナの状況に応じ、事業
を再開

40
事業の再開、子育
ち教室の実施

コロナ前の開催
回数には至らず。

開催回数を増やし、子育て支援の
強化を行う 3 0 3

14
生涯学
習課

家庭教育
支援事業

「子育て親サロン(中学生までの保護者
対象)」「のびのびサロン(就学前)」を定
期的に実施し、コロナ禍における核家族
の子育てを支援する

201
ソーシャルワーカー、ス
クールカウンセラー等によ
る講座を実施する。

4
育児支援、保護者
間交流

4 0 4

15
生涯学
習課

ブックス
タート事業

「忠岡町子ども読書活動推進計画」に基
づき、乳幼時期から本に親しめるよう、
発達段階に応じた絵本を健診時に配布
する

650
健康こども課内保健セン
ター事業と調整し、広報・
案内パンフレットに掲載。

6
４・５歳児に図書
を配布 3 0 3

16
産業建
築課

出生記念
品贈呈事
業

国産木材の利用促進や普及啓発のた
め、森林環境譲与税を活用し新生児に積
み木を贈る

1,132
新生児への積み木の贈呈
を継続 1

新生児に積み木
を贈呈

新生児への積み木の贈呈を継続 3 0 3

左記（継続、廃止、統合、そ
の他）を選んだ理由

A     町の回答

各委員ご意見　→

C    効果検証結果

←ご意見に対しての
担当課の回答

合計得点が2点未満
の場合、今後の事業
のあり方について（継
続、廃止、統合、その

他）

集計

ありの場
合
＋１

なしの場
合
-１

合計
得点

P   令和5年度　取組内容 D   令和5年度　取組結果

番
号

新
規

担当課 事業名 事業概要
新たな取組・改善内容

(R5取組内容)
予算

（千円）
本年度取組内容（前年

度との違い）

業務量（1か月あた
り人日）

（従事職員数*従事
日数）

出来たこと
出来なかったこ

と

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

子
ど
も
と
親
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

幼
児
教
育
の
充
実

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
推
進

基本
方針

具体
的施
策
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17
生涯学習

課
学校施設貸出

子どもの放課後を地域で安全安心を
保証しつつ心身の育成に寄与する

0
子どもの放課後における
心身の育成

1
子どもの育成
に寄与

3 0 3

18
生涯学習

課
キッズクラブ・
児童教室

地域住民の参画を得ながら、放課後の安全
安心な子どもの居場所を提供し、地域社会
の中で豊かな情操を育む場となるよう、事
業を展開する

2,430
音楽・ダンス・PC操作等を
地域住民から教わり社会
性を養う

1
子どもの居場
所、活動の場

5 0 5

19
生涯学習

課
留守家庭児童
学級

就業等により児童の安全保護が困難な家
庭環境にある保護者を支援し、放課後の児
童の孤立化を防ぎ家庭機能の補充を兼ね
た指導を学校敷地内で行う

16,672
コロナ禍に留意し成長段階
に応じつつ同学年にこだわ
らない社会性を養う

1

業者委託によ
る午後７時ま
での延長保育
及び雇用の確
保

5 0 5

20
生涯学習

課

青色回転灯パ
トロール・子ど
も安全見守り
隊

登下校時間帯の見守り活動を、街角
にや交差点で見守る活動や、青色回
転灯装備の軽自動車で町域パトロー
ルを実施する

1,420
通学路の見守りと、町域内
のパトロールにより子ども
の安全確保に寄与する

1
見守り活動、
パトロール 4 0 4

21
生涯学習

課
忠岡町青少年
問題協議会

構成団体間の相互協力を深め、青少
年育成のための審議を行い、非行防
止活動に資する

40
祭礼・盆踊りなどのパト
ロール活動

1
各種催事のパ
トロール活動

4 0 4

22
学校教育

課

学力向上サ
ポーター配置
事業

小学校３・４年生全クラスの国語・算
数の授業に学力向上サポーターを配
置

432
人材を確保し、学力向上サ
ポーターを配置

2 中学年に配置
年間を通して
の人材の確保

人材を確保し、学力向上サ
ポーターを配置

4 0 4

23
学校教育

課

忠岡町立小・
中学校授業力
向上支援事業

経験３年未満の教諭、講師の授業力
向上を支援

0
授業力向上のための研修
を実施

2 計画的に実施
授業力向上のための研修を実
施

4 0 4

24
学校教育

課
学ぶ楽しさを
育む推進事業

非常勤講師を配置し、学級担任と連
携し低学年にきめ細やかな指導・支援
を行う

3,143
両小学校に非常勤講師配
置

2
教員OBを配
置

両小学校に非常勤講師を配置 4 0 4

25
学校教育

課

忠岡町きめ細
やかな指導の
ための講師配
置事業

小学校に非常勤講師を配置し、少人
数学級編制を実施

3,730
両小学校で少人数学級編
制を実施

2
該当する忠岡
小学校に配置

両小学校で少人数学級編制を
実施 4 0 4

26
学校教育

課
小学校読書活
動推進事業

小学校に司書を配置 1,496
読書活動推進のため、学校
司書を配置

2
両小学校に配
置

読書活動推進のため、両小学
校に学校司書を配置 4 0 4

27
学校教育

課
外国青年語学
指導員配置

JETプログラムにより、外国青年を雇
用し、小・中学校での英語教育の充実
を図る

3,520 外国青年語学指導員配置 2
中学1年と小
学3・4年で実
施

外国青年語学指導員配置 4 0 4

28
学校教育

課
忠岡町英語教
育推進事業

英語体験セミナーの実施、英語研修
での外部講師の招聘、英語検定受験
料補助の実施等

1,610
英語体験セミナーを小学２
年生対象に実施

2
英語体験セミ
ナー・英検補
助の実施

英語体験セミナーを1月から
土曜日に実施

4 0 4

29
学校教育

課
あすなろ未来
塾事業

小学３年生以上と中学生を対象に、基
礎・基本を学べる場を提供し、学習機
会の拡充を図る

3,047 あすなろ未来塾を実施 3 計画的に実施 集団個別型クラスでも実施 5 0 5

30
学校教育

課

忠岡町学校支
援社会人等指
導者派遣事業

専門知識を有する外部人材を活用す
ることにより、子どもの興味・関心・意
欲の向上を図る

350 外部人材の活用 1
学力向上の支
援等

人材の確保 外部人材の活用 4 0 4

31
教育みら

い課
学校給食調理
業務委託

学校給食により児童及び生徒の心身
の健全な発達はもとより、適切な栄
養の摂取による健康の保持増進を図
る

54,125
児童・生徒が適切な栄養を
摂取できるよう食育を推進
する。

20
適切な栄養摂
取ができる給
食の提供

より一層の食育の充実を図る 4 0 4

32
教育みら

い課
こども園給食
調理業務委託

給食により園児の心身の健全な発達
はもとより、適切な栄養の摂取による
健康の保持増進を図る

22,939
園児が適切な栄養を摂取
できるよう食育を推進す
る。

20
適切な栄養摂
取ができる給
食の提供

より一層の食育の充実を図る 4 0 4

33
学校教育

課

小学校スクー
ルカウンセ
ラー配置事業

不登校等の課題解決に向けて、町立
各小学校にスクールカウンセラーを
配置

1,731 スクールカウンセラー配置 1
両小学校に年
間25回配置

両小学校にスクールカウンセ
ラーを配置 4 0 4

34
学校教育

課
支援学級介助
員

介助が必要な児童・生徒が在籍する
小・中学校に、支援学級に対して介助
員を配置

8,807
忠岡小学校に2名、東忠岡
小学校に3名配置

1 介助員を配置 介助員を配置 4 0 4

35
学校教育

課

忠岡町リー
ディングチー
ム会議

町立小・中学校支援教育コーディネー
ター等及び担当指導主事で構成し情
報共有及び連携

0 会議等の実施 1
情報共有及び
連携

情報共有及び連携 4 0 4

36
学校教育

課

医療的ケア看
護職員配置事
業

医療的ケアが必要な児童生徒に適切
な支援を実施するために学校に看護
師を配置

2,517 東忠岡小学校に配置 1 看護師を配置 看護師を配置 4 0 4

新たな取組・改善内容
(R5取組内容)

基本
方針

具体的施
策

P   令和5年度　取組内容 D   令和5年度　取組結果

番
号

新
規

担当課 事業名 事業概要
予算

（千円）
本年度取組内容（前年度と

の違い）

業務量（1か月あた
り人日）

（従事職員数*従事
日数）

出来たこと
出来なかった

こと

子
育
て
環
境
・
交
流
活
動
の
推
進

放
課
後
等
に
お
け
る
児
童
の

居
場
所
づ
く
り

子
ど
も
達
を
犯
罪

か
ら
守
る
取
組
の

推
進

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
光
り
輝
か
せ
る
教
育
の
充
実

「
確
か
な
学
力

」
を
培
う
教
育
の
推
進

健
や
か
な
心
と
体
づ
く
り
の

推
進

「
と
も
に
学
び

、
と
も
に
育

つ

」
教
育
の
推
進

左記（継続、廃止、統合、そ
の他）を選んだ理由

A     町の回答

各委員ご意見　→

C    効果検証結果

←ご意見に対しての
担当課の回答

合計得点が2点未満
の場合、今後の事業
のあり方について（継
続、廃止、統合、その

他）

集計

ありの場
合
＋１

なしの場
合
-１

合計
得点
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プロジェクト名

R5年度 KPI結果　（参考）

①新設法人数（支店・営業所を含む）

当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値 当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値

25 19 悪化↓ 未達✕ 478 433 悪化↓ 未達×

③創業支援件数

当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値

43 46 改善↑ 達成○

検証結果

検証による
平均得点

検証による
平均得点

事業数
うち2点未満の
得点の事業数 今後の方針

3.33 6 1 継続:1

3.67 3 0

4.67 3 0

5.00 2 0

5.00 1 0

得点が4点以上：〇、2点以上4点未満：△、2点未満：×

事業ごとの検証結果、及び意見、今後の方針などは次頁以降に記載

プロジェクトごとの検証結果　②

2　小さなまちでの職住近接プロジェクト
～企業・事業所と共に歩み、あらゆるひとの可能性を最大化させるまち～

②忠岡町商工会会員数（町内会員）

目標値 目標値

25件（維持） 478

目標値

45

プロジェクト全体 基本方針ごと 具体的施策ごと

経営基盤の強化

創業の推進

職住近接支援

検証による平均得点 基本方針名 施策名

4.00

就労支援の拡充 3.44
障がいのある人の活躍推進

雇用・就労支援の充実

地元企業の発展と住民
の雇用促進 4.83

10



1
産業建築

課
障がい者就労支
援事業

就労支援B型事業所等に障がい者が
実施可能な作業を委託し、賃金を得ら
れるようにする

300 同様 1
社会参画促進のため
軽作業を委託

軽作業を委託し、社会参画
の促進を支援

4 0 4

2
地域福祉

課
障がい者相談支
援事業

情報の提供及び助言その他障がい福
祉サービスの利用に必要な相談・支援
を行う

1,575 同様 1
相談支援事業所の確
保

引き続き相談支援事業所
の確保を図る

4 0 4

3
地域福祉

課
障がい者虐待防
止推進事業

虐待防止に関する啓発や正しい理解
のための広報・啓発を行い、予防や早
期発見等を行う

0 同様 3
周知・啓発が
できていな
い

講演会などを開催し、周知
啓発に努める

2 -2 0 継続

コロナ禍で休止していたが、障がい
者の自立や社会参加の推進に、虐待
を防止することは極めて重要であ
るため、事業の再開について検討を
行い継続とします

4
地域福祉

課
社会参加促進事
業

スポーツ・芸術文化活動等を行うこと
により障害者等の社会参加を促進す
る

880 同様 1
スポーツ教室等に参
加

対象者の拡大を図る 4 0 4

5
地域福祉

課
コミュニケーショ
ン支援事業

聴覚・音声言語障がい者に対し、手話
を用いて通訳を行える者の派遣を行
う

192 同様 1 手話通訳の派遣 手話通訳の派遣の確保 4 0 4

6
地域福祉

課

障害者の就労機
会の拡大・啓発
活動

障がい者の雇用のための啓発を行
い、障がい者就労支援施設等に物品
調達等を行う

25 同様 1 物品調達が行えた 雇用に向けての連携強化 4 0 4

7
産業建築

課
レベルアップ支
援事業

本町在住者に対し、資格試験や技能試
験の経費の一部を補助することによ
り職業能力向上をはかる

450 同様 1
在住・在勤の職業能力
向上支援

啓発・研鑚励む在住・在勤
者支援を継続

4 0 4

8
産業建築

課
地域就労支援事
業

主に女性の就労に有効となる資格の
専門講座を開催し、再就職等を支援す
る

400 同様 1
受講生へのスキル
アップ支援

資格取得講座を開催し就
労の機会拡大を支援

3 0 3

9
産業建築

課
泉北就職情報
フェア開催

高石市、泉大津市、忠岡町、大阪府、ハ
ローワーク、商工会等が合同で企業面
接会などを実施

100 同様 1
求職者と事業者の
マッチング支援

各機関と合同で、泉北就職
情報フェアを開催

4 0 4

10
産業建築

課
忠岡町商工業振
興事業

地元商工業振興のため、経営相談、労
務相談、金融相談など、事業所のサ
ポートを行う

6,840 同様 1
商工会を通じた地域
振興を実施

商工業の振興発展のた
め、商工会支援を継続

5 0 5 増額を望む
実績を考慮しながら、検討いた
します

11
産業建築

課

忠岡町中小企業
振興資金利子補
給事業

公的融資を受けている町内事業者に
対し、借入利子の一部を補助し経営安
定と振興を図る

800 同様 1
対象事業者へ適正な
給付を実施

経営安定化による町内振
興のため補助を継続

5 0 5 増額を望む
実績を考慮しながら、検討いた
します

12
産業建築

課
忠岡町小売業振
興事業

地域小売業の振興を目的とした忠岡
町小売商連合会に対し、運営費を補助
し、振興を図る

300 同様 1
小売商連合会へ運営
費補助を実施

小売業者並びに町内振興
のため補助を継続

4 0 4 増額を望む
実績を考慮しながら、検討いた
します

13
産業建築

課
起業・創業支援
事業

町内で創業する方に対し、新規創業に
要した費用の一部を補助することに
より、経営を支援する

500 同様 1
起業・創業の初期投資
の負担軽減

地域経済活性化等のた
め、補助事業を継続

5 0 5 増額を望む
実績を考慮しながら、検討いた
します

14
産業建築

課
創業相談事業

町内で創業希望する方に対し、創業手
続や経営相談、講習会、チラシ作成等
の支援を行う

1,100 同様 1
起業・創業の相談・指
導等を実施

地域経済活性化等のた
め、相談事業を継続

5 0 5 増額を望む
実績を考慮しながら、検討いた
します

職
住
近
接

支
援

15
産業建築

課
在住者正規雇用
支援補助事業

町内事業者が本町在住者を新規雇用
した場合、補助金を出すことにより、
職住近接を図る

220 同様 1
職住近接による住民・
事業者支援

障害者雇用に配慮を加え
職住近接支援を継続

5 0 5

基本
方針

具体
的施
策

P   令和5年度　取組内容 D   令和5年度　取組結果

番
号

新規 担当課 事業名 事業概要
予算

（千円）
本年度取組内容（前年度と

の違い）

業務量（1か月あた
り人日）

（従事職員数*従事
日数）

出来たこと
出来なかっ

たこと
新たな取組・改善内容

(R5取組内容)

障
が
い
の
あ
る
人
の
活
躍
推
進

雇
用
・
就
労
支
援
の
充
実

就
労
支
援
の
拡
充

創
業
の
推
進

地
元
企
業
の
発
展
と
住
民
の
雇
用
促
進

経
営
基
盤
の
強
化

左記（継続、廃止、統合、その
他）を選んだ理由

A     町の回答

各委員ご意見　→

C    効果検証結果

←ご意見に対しての
担当課の回答

合計得点が2点未満
の場合、今後の事業
のあり方について
（継続、廃止、統合、

その他）

集計

ありの
場合
＋１

なしの
場合
-１

合計
得点
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プロジェクト名

R5年度 KPI結果　（参考）

①社会増減（転入者と転出者の差） ②ふるさと納税寄附件数（延べ）

当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値 当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値

44 68 改善↑ 達成○ 11,308 7,374 悪化↓ 未達×

③正木美術館入館者数 ④忠岡町の魅力発信に対する満足度

当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値 当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値

1,300 1,010 改善↑ 未達× 0.12 データなし ー ー

検証結果

検証による
平均得点

検証による
平均得点

事業数
うち2点未満の
得点の事業数 今後の方針

3.00 4 0

4.67 3 0

2.00 1 0

4.67 4.67 3 0

得点が4点以上：〇、2点以上4点未満：△、2点未満：×

事業ごとの検証結果、及び意見、今後の方針などは次頁以降に記載

65 13,000

プロジェクトごとの検証結果　③

3　小さなまちでの魅力発掘プロジェクト
～魅力発信によって" うごき" を生み、ひととつながるまち～

目標値 目標値

目標値 目標値

1,400 基準値より上昇

プロジェクト全体 基本方針ごと 具体的施策ごと

憩いの空間の形成

検証による平均得点 基本方針名 施策名

3.82
シティプロモーションの推進 3.50

多文化共生社会の形成

地域の魅力向上

まちのPR

まちへの愛着・誇りの醸成

12



1
企画人権

課

国際交流
団体補助
金

忠岡町国際交流協会への活動補助 4,000
派遣以外の海外交流手段
の検討・実施など

90
ZOOMを活
用した海外
交流の実施

海外派遣事
業

海外派遣事業の実施再開 3 0 3

2
学校教育

課

外国青年
語学指導
員の配置
（再掲）

学校現場に語学指導補助として配置
し、外国語学習支援を行う（教育委員
会）

3,520 外国青年語学指導員配置 2
中学1年と小
学3・4年で
実施

外国青年語学指導員配置 4 -1 3 指導員の選定をしっかり

外国青年語学指導員（ALT）の選定
については、大阪府を通じ、JETプ
ログラムにより行われております
が、町においても研修等を通じ人
材育成に努めていきます

3
学校教育

課

外国人子
女語学指
導補助員

町立小・中学校に在籍する日本語指
導が必要な児童・生徒に日本語指導
補助等を行う

1,589 語学指導補助員配置 1
日本語指導
補助等を実
施

語学指導補助員配置 3 0 3

4
生涯学習

課
日本語読み
書き教室

「堺・泉北よみかき交流会」に属し、文
化会館にて「日本語読み書き教室」を
実施

0
外国人の方を対象に日本
語読み書き教室を実施

1
外国人方を
対象に実施

3 0 3

5
産業建築

課

KIX泉州
ツーリズム
ビューロー
事業

堺市以南の9市4町と民間企業によ
り、観光産業の成長を図り地域経済
の発展に寄与することを目的

3,012
マラソン事業を分離し、観
光に特化して事業を推進
する。

2
広域で連携
して事業実
施を図った

引き続き、連携して実施す
る事業を模索する

5 0 5

6
生涯学習

課

大阪府天
然記念物
補助金

「大阪緑の百選」「天然記念物(大阪
府)」指定のびゃくしん５株等の管理
を支援

80
正木美術館における天然
記念物の管理支援

1
天然記念物
の管理支援

4 0 4

7
生涯学習

課
正木美術
館補助金

公益財団法人正木美術館の運営を支
援 300 正木美術館の運営を支援 1

美術館の運
営支援

5 0 5 増額が必要
美術館の運営状況や今後の事業計
画を踏まえながら、関係各所と協
議し、慎重に検討します

ま
ち
の
P
R

8
産業建築

課

イメージ
キャラク
ター活用事
業

イメージキャラクター（ただお課長）を
活用し、忠岡町をPRするなど、町の
活性化をはかる

150 同様 1
各種の団体・
媒体等で広
く活躍

イメージキャラクターを活
用した事業を継続

3 -1 2

9 土木課
新浜緑地
の適切な維
持管理

新浜緑地の適切な維持管理を行う 17,242 70
園内の安全
快適な環境
維持に寄与

5 0 5

10 土木課
道路等の
緑化推進

みどり豊かなまちづくりを進めてい
くため、街路樹の適切な管理を行う 4,797 140

景観形成、
利用者の快
適性確保に
寄与

5 0 5

11 土木課
公園等の
適切な維持
管理

住民が憩い、安らぐことができる場
として、都市公園の適切な維持管理
を行う

23,044 140
園内の安全
快適な環境
維持に寄与

4 0 4

業務量（1か月あた
り人日）

（従事職員数*従事
日数）

担当課 事業名 事業概要
予算

（千円）
本年度取組内容（前年度と

の違い）

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進

多
文
化
共
生
社
会
の
形
成

地
域
の
魅
力
向
上

ま
ち
へ
の
愛
着
・
誇
り
の
醸
成

憩
い
の
空
間
の
形
成

基本
方針

具
体
的
施
策

合計
得点

出来たこと
出来なかっ

たこと
新たな取組・改善内容

(R5取組内容)

P   令和5年度　取組内容 D   令和5年度　取組結果

番
号

新規
左記（継続、廃止、統合、そ

の他）を選んだ理由

A     町の回答

各委員ご意見　→

C    効果検証結果

←ご意見に対しての
担当課の回答

合計得点が2点未満
の場合、今後の事業

のあり方について（継
続、廃止、統合、その

他）

集計

ありの場
合

＋１

なしの場
合
-１
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プロジェクト名

R5年度 KPI結果　（参考）

①平均寿命（数値は2019（令和元）年度算出） ②健康寿命（数値は2019（令和元）年度算出）

当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値 当初値（R1) 実績値（R5） 対前年度 対目標値

80.2 歳 80.8歳 改善↑ 達成○ 77.3 歳 78.3歳 改善↑ 達成〇

88.0 歳 87.5歳 悪化↓ 未達× 80.6 歳 81.6歳 改善↑ 達成〇

検証結果

検証による
平均得点

検証による
平均得点

事業数
うち2点未満の
得点の事業数 今後の方針

4.00 4.00 3

3.00 3

4.00 4

3.33 6(再掲)

5.00 4

4.75 4

2.67 6

得点が4点以上：〇、2点以上4点未満：△、2点未満：×

事業ごとの検証結果、及び意見、今後の方針などは次頁以降に記載

検証による平均得点 基本方針名 施策名

プロジェクトごとの検証結果　④

4　小さなまちだからこそ取り組む健幸創造プロジェクト
～みんなでつくる健幸で安全・安心に暮らせるまち～

目標値 目標値

男性　延伸 男性　延伸

女性　延伸 女性　延伸

プロジェクト全体 基本方針ごと 具体的施策ごと

地域福祉活動の推進

コミュニティ活動の支援

生涯学習活動の支援

3.68

健康福祉の充実 健康寿命の延伸

安全・安心な地域づくり
の推進 3.57

地域防災の推進

交通安全対策の推進

住民が活躍するまちの実
現 3.75

障がいのある人の活躍推進
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1 健康こども課
住民健診(一
般健診・がん
検診等)

住民の健康増進の為、生活習
慣病についての正しい知識の
普及と異常の早期発見を行う

20,040
感染対策を講じ、最大定員
を受診可能にする

120
集団健診の最
大受診を実施

定員に満たな
い日程があっ
た

受診勧奨の強化、周知
方法の見直し

4 0 4

2 健康こども課

健康増進事業
への健康支援
システムの活
用

住民の健診受診状況、結果を
システム管理し、健康づくり施
策へ活用する

702
システムを運用し、活用す
る

1 事業の実施
システムを運用し、活用
する

4 0 4

3 健康こども課 成人歯科健診
歯周疾患の予防と異常の早期
発見を行い、口腔機能の保持
と口腔ケア意識の向上を図る

2,832
積極的な事業の周知に努
め受診者数を増やす

1
受診者数が前
年度より増加 さらなる事業の周知 4 0 4

4 危機管理課
各種防災訓練
の実施

町主催の防災訓練、職員防災
訓練、自主防災組織による地
域防災訓練等を実施する

197
感染対策を講じたうえで
の訓練実施を検討

60
地域の防災訓
練等を実施

町主催の防災
訓練

引き続き、地域防災訓
練を中心に実施する

3 0 3 専門家による見直し

忠岡町防災会議において、適宜各種関
係機関や外部人材と意見交換を行って
おりますが、今後アドバイザー招集につ
いても積極的に検討を行い、事業の改
善に努めてまいります

5 危機管理課

災害時避難行
動要支援者支
援プランの整
備

支援者による要支援者の把握
を重点的に行い、避難行動要
支援者名簿の整備を推進する

94
制度の在り方や方向性に
ついて検討が必要

30 PTの結成
個別避難計画
の新規作成

PTにおいて検討を重
ね、支援体制を構築す
る

3 0 3 専門家による見直し

忠岡町防災会議において、適宜各種関
係機関や外部人材と意見交換を行って
おりますが、今後アドバイザー招集につ
いても積極的に検討を行い、事業の改
善に努めてまいります

6 危機管理課
避難確保計画
の作成促進

計画作成が必要な要配慮者利
用施設に対して作成支援を行
い、災害発生時の被害軽減を
図る

0
新たな対象施設について
も策定を目指す

30
計画の新規作
成

計画に基づく
避難訓練

引き続き、新たな対象
施設についても策定を
めざす

3 0 3 専門家による見直し

忠岡町防災会議において、適宜各種関
係機関や外部人材と意見交換を行って
おりますが、今後アドバイザー招集につ
いても積極的に検討を行い、事業の改
善に努めてまいります

7 産業建築課
交通安全推進
協議会の開催

春・秋の全国交通安全運動や
町内各種交通安全施策の推進

200
交通安全推進協議会で決
定された、交通安全運動を
実施

70
春・秋の交通
安全運動を実
施した

引き続き、春・秋の交通
安全運動を実施する

4 0 4

8 産業建築課
交通安全教育
の推進

高齢者や学生等、交通事故の
現状を踏まえ、各状況に対する
交通安全意識の教育を実施す
る

400
交通安全運動における各
種交通安全教室の実施

70
各種交通安全
教室を実施し
た

引き続き、各種交通安
全教室を実施する

4 0 4

9 産業建築課
交通安全施設
の整備

交通安全施設の整備や維持管
理を行う。通学路交通安全プロ
グラムに基づく対策を実施

2,400
通学路交通安全プログラ
ムに基づく対策工事等を
実施

70
各種交通安全
対策工事を実
施した

引き続き、各種交通安
全対策工事を実施する

4 0 4

10 産業建築課
迷惑駐車等対
策の推進

迷惑駐車パトロールを実施。放
置自動車の撤去・条例に基づく
放置自転車撤去を実施

0
迷惑駐車パトロール等隔
にてを実施

140
迷惑駐車パト
ロール等を実
施した

引き続き、迷惑駐車パト
ロール等を実施する

4 0 4 駅前の混雑緩和
迷惑駐車のパトロール等の実施により、
通行の妨げとなる事案に対しては適切
に対処してまいります
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P   令和5年度　取組内容

本年度取組内容（前年
度との違い）

業務量（1か月あた
り人日）

（従事職員数*従事
日数）

D   令和5年度　取組結果

番
号

新規 担当課 事業名 事業概要
予算

（千円）
出来たこと

出来なかっ
たこと

新たな取組・改善内容
(R5取組内容)

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

地
域
防
災
の
推
進

交
通
安
全
対
策
の
推
進

住
民
が
活
躍
す
る
ま
ち
の
実
現

2　小さなまちでの職住近接プロジェクト 事業1～６を参照

各委員ご意見　→

C    効果検証結果

←ご意見に対しての
担当課の回答

合計得点が2点未満
の場合、今後の事業
のあり方について
（継続、廃止、統合、

その他）

左記（継続、廃止、統合、そ
の他）を選んだ理由

A     町の回答

集計

ありの場
合
＋１

なしの場
合
-１

合計
得点
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12 地域福祉課
社会福祉協議
会への支援

社会福祉協議会に助成すると
ともに、同会が行う事業に対し
協力・支援する

31,223 同様 1
社会貢献活
動の促進

引き続き協力・支援を行う 5 0 5

13 地域福祉課
各種福祉団体
活動支援

各種福祉団体に助成するとと
もに、地域で活動していく上で
の連絡調整や活動の支援を行
う

1,363 同様 24 役員の発掘 会員加入の促進 5 0 5

14 地域福祉課

コミュニティー
ソーシャル
ワーカー配置
促進事業

相談体制や課題解決しやすく
するための基盤づくりや活動
支援体制づくりを行う

5,300 同様 1
協働したケー
スワークの実
施

情報の共有及び連携 5 0 5

15 地域福祉課
小地域ネット
ワーク事業

地区福祉委員を中心に、各機
関と連携し、地域のコミュニ
ティづくりを行う

7,000 同様 1
地域ネット
ワークづくり
に沽券

引き続き地域ネットワー
クづくりに取り組む

5 0 5

16 企画人権課
自治会長の委
嘱

自治会長の委嘱、連絡員の配
置により地域連携強化、コミュ
ニティ意識の醸成を図る

3,275
自治会長の委嘱により
一層の連携を図る

2
自治会長の
委嘱を行っ
た

引き続き、自治会長の
委嘱により一層の連携
を図る

4 0 4

17 企画人権課
自治振興連絡
協議会補助金
交付事業

自主的な地域活動を実施する
同協議会に対して補助金の交
付を行う

2,360
補助金を活用した地域
活動を行う

2
補助金の交
付を行った

引き続き、補助金を活
用した地域活動を行う

5 0 5

18 企画人権課
自治振興連絡
協議会加入促
進事業

地域コミュニティ形成に繋がる
加入促進事業を行う地区に対
して補助金の交付を行う

50
補助金を活用した地域
活動を行う

1
補助金の交
付を行った

引き続き、補助金を活
用した地域活動を行う

5 0 5

19 企画人権課
地区集会所整
備事業

各地区集会所について、適切
な維持管理を行うための修繕
費を支出する

1,191
適切に管理し、地域活動
拠点の充実を図る

2
地区集会所
の修繕を
行った

引き続き、各地区集会
所を適切に管理する

5 0 5

20 生涯学習課
忠岡町文化会
館講座の企画
及び実施

文化会館において、住民の多
様な生涯学習ニーズとライフス
タイルに対応した講座の企画及
び実施

1,000
新規受講者増加を目指
す

105
有意義な講
座の開催

3 -1 2

21 生涯学習課
忠岡町文化協
会補助金

文化祭を開催する等、本町の
文化振興について中心的役割
を果たしている同協会に対し
交付する

877 文化協会への活動支援 1
文化振興に
寄与

3 -1 2

22 生涯学習課
忠岡町ふれあ
いフェスティ
バル

当館登録クラブ団体の発表会
と住民の交流促進の場として
実施

350
感染拡大防止に努め時
間を縮小し実施

210
住民の交流
促進

3 0 3

23 生涯学習課

スポーツ推進
委員への支
援・スポーツ事
業の実施

スポーツ行事を運営するス
ポーツ推進委員協議会・体育協
会・スポーツ少年団指導者協議
会等を支援し、町主催スポーツ
行事を実施する

4,772
コロナ以前に実施して
いた行事等を順次実施

366
町主催のス
ポーツ行事
の実施

3 0 3

24 生涯学習課 町民文化祭
忠岡町文化協会と連携し、町民
が日頃の文化活動の成果を発
表する場を提供する

350
文化活動の成果を発表
する場を提供

14
文化活動の
促進

3 0 3

25 生涯学習課 町民音楽祭
忠岡町文化協会と連携し、プロ
の音楽家を招き実施。住民が
音楽に親しむ場を提供する

250
住民が音楽に親しめる
場を提供

14
音楽への関
心度の向上

3 0 3
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